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市
で
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
な
ど
に

よ
り
人
口
の
増
加
が
著
し
い
小
山
ヶ
丘

地
区
に
、
新
た
に
「
小
山
ヶ
丘
小
学

校
」
を
４
月
に
開
校
し
ま
す
。
開
校
に

先
駆
け
来
週
３
月　

日
（
月
）
に
は
市

２８

主
催
の
「
小
学
校
落
成
記
念
式
典
」
を

実
施
し
ま
す
。
ま
た
４
月
６
日
（
水
）

に
は
「
開
校
式
・
始
業
式
」
と
２
０
０

５
年
（
Ｈ　

年
）
度
新
一
年
生
を
迎
え

１７

「
入
学
式
」
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

「
小
山
ヶ
丘
小
学
校
」
は
、
町
田
市

の
新
設
校
と
し
て
は
実
に　

年
ぶ
り
と

２１

な
り
、
こ
の
開
校
に
よ
っ
て
、
市
立
小

学
校
は　

校
と
な
り
ま
す
。
ま
た　

学

４０

３１

級
で
あ
っ
た
「
小
山
小
学
校
」
の
過
大

規
模
校
化
は
、
こ
れ
に
よ
り
解
消
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　

こ
の
新
設
小
学
校
の
場
所
は
、
京
王

相
模
原
線
多
摩
境
駅
か
ら
西
へ
約
１
㎞

ほ
ど
に
位
置
し
、
周
囲
は
、
道
路
と
公

園
に
囲
ま
れ
、
自
然
環
境
に
も
恵
ま
れ

た
場
所
で
す
。

　

こ
の
豊
か
な
自
然
環
境
と
新
し
い
街

並
み
に
調
和
す
る
新
し
い
学
校
と
し

て
、

１
「
子
ど
も
た
ち
が
、
地
域
の
人
と
か

か
わ
り
、
文
化
に
触
れ
、
学
べ
る
、
開

か
れ
た
学
校
」

２
「
多
様
な
学
習
形
態
に
対
応
し
、
豊

か
な
教
育
活
動
が
で
き
る
学
校
」

３
「
人
と
自
然
の
共
存
が
学
べ
る
学

校
」

４
「
地
域
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
を

兼
ね
備
え
た
学
校
施
設
」

　

の
４
つ
の
柱
を
基
本
的
な
考
え
方
と

し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
設
小
学
校
は
―
普
通
教
室
棟
・
特

別
教
室
棟
・
管
理
（
諸
室
）
棟
・
体
育

館
棟
、
そ
し
て
別
棟
の
学
童
保
育
ク
ラ

ブ
棟
―
の
５
棟
の
建
物
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

主
な
特
徴
は
、
新
設
校
と
し
て
初
の

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
方
式
の
普
通
教
室

を
採
用
し
、
広
い
廊
下
と
教
室
の
間
仕

切
り
を
な
く
し
、
通
常
授
業
を
始
め
総

合
的
学
習
の
時
間
や
少
人
数
指
導
等
の

様
々
な
学
習
ス
タ
イ
ル
に
も
対
応
出
来

る
よ
う
な
施
設
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
①
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
手

す
り
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
、
段
差
の
解
消

等
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
②
車
椅
子
は
も

ち
ろ
ん
オ
ス
ト
メ
イ
ト
利
用
も
可
能
な

「
だ
れ
で
も
ト
イ
レ
」
の
設
置
③
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
効
率
的
利
用
な
ど
の
た
め
の

太
陽
光
発
電
④
体
育
館
棟
の
ト
イ
レ
洗

浄
や
校
庭
散
水
の
雨
水
再
利
用
⑤
ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
緩
和
な
ど
の
た
め

屋
上
緑
化
（
庭
園
）
整
備
、
さ
ら
に
、

⑥
シ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
対
策
の
た
め
の
内

装
材
使
用
な
ど
環
境
負
荷
の
少
な
い
エ

コ
ス
ク
ー
ル
の
導
入
、
⑦
エ
コ
マ
ー
ク

認
定
品
の
積
極
利
用
に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
将
来
的
に
、
生
涯
学
習
の
場
と

し
て
の
利
用
が
で
き
る
よ
う
開
放
専
用

玄
関
や
開
放
用
区
画
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
設

置
な
ど
、
地
域
の
方
々
に
も
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
考
慮
さ
れ
た
施
設
配
置
に

な
っ
て
い
ま
す
。

〈小学校〉
（敷地面積） １５，７４３㎡
（延床面積）約９，９２５㎡
（構　　造）鉄筋コンクリート造
　　　　　　（一部鉄骨鉄筋コンクリー
　　　　　　ト造）地上４階建て
（施設内容）
普通教室　２４教室（その他　予備教室
　　　　　６教室分）、オープンスペ
　　　　　ース
特別教室　図書室、パソコン室、理科
　　　　　室、図工室、家庭科室、
　　　　　音楽室
障がい学級教室　学習室、実習室、プ
　　　　　レイルーム
管理諸室　校長室、職員室、事務室、
　　　　　保健室、印刷室、職員会議室
そ の 他　ランチルーム、給食室、配
　　　　　膳室、体育館、屋上プール
　　　　　（２５ｍ×６コース）、プール
　　　　　更衣室、開放玄関、防災備
　　　　　蓄倉庫、エレベーター２基、
　　　　　屋上庭園（約６００㎡）
工事費　約２，３８２，０００，０００円
工　期　２００３年６月～２００５年３月

〈学童保育クラブ〉
（延床面積）約２１０㎡
（構　　造）軽量鉄骨造平屋建て
工事費　約３８，４３０，０００円
工　期　２００４年１０月～２００５年１月

施 設 概 要

位置図

案内図

※

※オストメイトとは…
人工肛門保有者及び人工膀胱保有者
のことをいう

▲

２階昇降口（管理棟）

▲市長直筆により製作
　された「校名板」を
　自ら設置（正門向っ
　て左側）

▲校舎南西側より普通教
　室・特別教室棟

▲普通教室棟オープンス
　ペース▲

オープンスペース外側
　　廊下

▲

広
々
と
し
た
体
育
館

▲太陽光発電設備

▲

環境教育の一環として、自然
　学習に活用される表示板



（２）（３） ２００５．３．２１　 ２００５．３．２１　

▼

小野路地域での自然観察 
（昨年の講座風景）

日程・回数・定員内　　　　容テ　ー　マ

６月～１１月の水曜日
８回

１０：００～１２：００
１５４人

歴史上、厩戸の皇子として推古天皇の摂政を勤めた聖
徳太子。その一方で日本仏教における事蹟を中心に、
「聖なる人」として聖徳太子像が育まれ、多くの伝承
や造形（仏教や絵画）が今日に伝えられています。本
講座では、太子の一生涯を描いた『聖徳太子絵伝』の
絵解きを行いながら、その伝記『聖徳太子伝暦』をよ
み、伝承的世界を背景に浮かび上がる太子信仰をみつ
めます。

聖徳太子絵伝を読む

文
学
コ
ー
ス

６月～１１月の土曜日
８回

１４：００～１６：００
１５４人

源義経の人生は、その前半の華々しい伝説と、後半の
悲惨な末路によって、私たち日本人に永く愛されてき
ました。このため義経の活躍ばかりに目を奪われ、時
代の主役であるはずの平清盛や源頼朝は悪役のように
描かれがちです。しかしいま私たちが抱く義経のイメ
ージは後世に創られたもので、実像とは違います。ま
たこの時代は、義経だけではなく、多くの人々の手に
よって作られたものでした。そこで、この時代の代表
的な武将たちをとりあげて、さまざまなエピソードを
まじえながらお話ししていただきます。

源義経とその時代

歴
史
コ
ー
ス

６月～１１月の火曜日
８回　

１４：００～１６：００
１５４人

　北海道から沖縄まで、日本列島各地のまつりをたず
ねて旅をします。美しい映像で四季のまつりの姿を紹
介し、そこに篭められた日本人の信仰と生き方をさぐ
ります。きっと皆さんのこどものころのなつかしい思
い出がよみがえってくることでしょう。

日本のまつり

総
合
コ
ー
ス

５月～１０月の木曜日
８回　

１０：００～１２：００
１５４人

　西暦７５６年、聖武天皇の七七忌にあたり、光明皇后
は天皇の御遺愛品など六百数十点を東大寺の本尊盧舎
那仏（大仏）に奉献されました。その品々は同寺の正
倉（現在の正倉院校倉宝庫）に収蔵して，永く保存さ
れることとなりました。これが正倉院宝物の起こりで
す。そして、後に大仏開眼会などに用いられた仏具な
ども、あわせて保存されてきました。今回の美術コー
スでは、はるばるシルクロードを経て、日本に伝来
し、我が国で作られた宝物と共に１２００年余りの時を経
て、大切に保管されてきた、宝物を体系的に見ていき
たいと思います。

正倉院宝物に見る東西
文化の交流

美
術
コ
ー
ス

６月～１０月の木曜日
８回　

１４：００～１６：００
３０人

数千年の昔古代中国で生まれた漢方医学はいろいろな
国で様々に発展してきました。病気になって、その症
状に対して治療を施す西洋医学と異なり、東洋医学は
病気を予防する事を目的としています。自分自身の体
が持つ力を利用して、健康な体をつくりましょう。

東洋医学入門

健
康
コ
ー
ス

６月～１１月の火曜日
６回

１４：００～１６：００
３０人

能が持つ素晴らしい台本（謡本）を独自の節に合わせ
て謡う、謡（うたい）、能の見せ場となる短い部分を
演じる舞、仕舞（しまい）をご紹介します。腹式呼吸
による発声や美しい姿勢、日本の芸事の基本となって
いるすり足などを身に付け、また、「礼に始まり礼に
終る」ご挨拶、扇の扱い方などのお作法にも触れます。

能楽入門

能
楽
コ
ー
ス

２００５年度ことぶき大学コース一覧

□問
 

ま
ち
だ
中
央
公
民
館

　
　

「
こ
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ぶ
き
大
学
」
係
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�726－ 2771／ 2889町町田田市市立立国国際際版版画画美美術術館館
対象・費用内　容日　程事業名

展　

覧　

会

一　　般　４００円
大・高生　２００円
６５歳以上　２００円
　　　　　　

戦後の日本版画を、そ
の教育普及活動に尽力
した駒井哲郎から若手
作家までの作品約１６０
点によって振り返りま
す。

２／２６（土）～
３／２７（日）

「現代版画の潮
流」展

一　　般　６００円
大・高生　４００円
６５歳以上　３００円

「マルチプル」とは、
同じものが複数作られ
た作品のこと。２０世紀
の美術界をリードした
人々が取り組んだ、平
面・立体・びっくり・
へんてこ‥‥さまざま
なマルチプル約１７０点
を展示します。

４／９（土）～
６／１２（日）

「マルチプル・
ショー」展

対象・費用内　容日　程事業名

実　

技　

講　

座

材料費
１，２００円
要申込み

アルミ版による単色作
品の制作を通して、リ
トグラフの基本的な制
作方法にふれる講座で
す。

４／１３（水）
版で遊ぼう！
リトグラフ

１日教室

材料費
１，２００円
要申込み

木版画制作（水性）の
初歩を小さな作品（単
色）を作りながら学び
ます。

４／１６（土）
版で遊ぼう！
木版画１日教室

材料費
１，２００円
要申込み

エッチング技法による
単色の小品（版サイズ
９×１２㎝）を制作しま
す。

５／１８（水）
版で遊ぼう！
銅版画１日教室

小学生以上（予定）
材料費３００円
要申込み

美術館のアトリエなど
で造形活動をします。５／２１（土）子ども講座

　本号でお知らせした事業内容や応募方法
など詳しくは、各事業担当課にお問い合わ
せ下さい。
　また、広報「まちだ」、町田市ホームペ
ージでも随時お知らせする予定です。

－生涯学習部－

�722ー 5736ひひ なな たた 村村
対象・費用内　容日　程事業名

無料
直接会場へ

「ハリーポッターと賢者
の石」（日本語吹き替え
版）

４／１（金）
１３：３０開演

まちだ　
春休み子ども
映画フェア

一部実費
直接会場へ

ひなた村へ遊びに来て工
作を楽しみませんか。５／５（祝）

５・５チャレ
ンジ！
作って遊ぼう

小・中学生とそ
の家族
材料費一部実費
直接会場へ

木工・レザー・折り紙等
で作る工作をします。

毎月第４日曜日
１０：００～１５：００

ぶらっと
工作デー

小学２年生～
４年生　　
定員３０人
要申込み

外遊びを中心に室内ゲー
ム・工作などを行いま
す。

５／１８～２００６年
３月の１年間
毎水曜日
１６：００～１７：３０

遊びグループ

小学３年生～
中学生　　
定員１０人
要申込み

人形や道具を自分たち
で作り上演します。

５／２１～２００７年
３月の２年間
毎土曜日
９：３０～１２：００

人形劇
グループ

小学４年生～
６年生　　
定員１５人
要申込み

電気の基礎からロボット
の制作まで行います。

５月～２００７年３
月の２年間
毎日曜日
９：００～１７：００

マイクロ
グループ

中学生以上の初
心者　
定員３０人
要申込み

演技の指導はもちろん、
照明・音響・舞台美術の
実習も出来ます。

５月～２００６年３
月までの第１・
３日曜日
１３：００～１６：００

初心者
演劇教室

�728ー 8220中中 央央 図図 書書 館館
対象・費用内　容日　程事業名
１４：００～
小さい子向け
１５：００～　
大きい子向け　
無料

本や紙芝居等の読み聞
かせ
４階、おはなしのへや
にて開催

毎週水曜日
（第１水曜日を除
く）
・１４：００～
・１５：００～

おはなし会

先着順
無料

映画鑑賞
６階、ホールにて開催

毎月第１水曜日
１５：００～

こども
えいがかい

先着順
無料

映画鑑賞
６階、ホールにて開催

毎週金曜日
１４：００～映画会

＊おはなし会は〈さるびあ・鶴川・金森・木曽山崎・堺〉の各図書館で
も行ってます。
＊こどもえいがかいは〈木曽山崎・堺〉の図書館でも行っています。
＊日時は各図書館で異なりますので直接お問い合わせください。

�726－ 1531博博物物館館展展覧覧会会
費用日　程事　業　名

入
場
無
料

２／１５（火）　　　　
　　　～４／１７（日）

町田・民俗の世界から－小特集・境川
源流域の聖山・社寺・古道

４／２６（火）　　　　
　　　～５／２２（日）東南アジアの壷

イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

返
信
ハ
ガ
キ
で
４
月　

日
以
降
お
知
ら

１３

せ
い
た
し
ま
す
。

※
応
募
対
象
者
は
市
内
在
住
、
在
勤
、

在
学
で
原
則
と
し
て
毎
回
出
席
可
能
な

方
で
す
。

（
注
）
陶
芸
講
座
は
、
こ
れ
ま
で
市
民

大
学
で
陶
芸
（
連
続
）
講
座
を
受
講
し

た
方
の
再
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

（
注
）
「
町
田
の
郷
土
史
Ⅰ
」
は
応
募

者
多
数
の
場
合
、
２
０
０
４
年
度
同
講

座
を
受
講
し
て
い
な
い
方
を
優
先
し
ま

す
。□問

 

市
民
大
学
推
進
係

�
７
２
９・

１
１
９
５

多 摩 丘 陵 の 自 然 入 門
オリエンテーションと 講義「多摩丘陵の自然」４／１８

自然保護の考え方と実施活動について５／１５

市民参加で守り育てる、公園の原っぱと雑木林５／２２

町田・横浜の市境に残る尾根緑地の保全６／１２

忠生公園の土壌生物の観察と調査を行う６／２６

講義「町田市の自然環境保全への取り組み」とグループディスカッション７／３０

境川源流域の水生生物の観察をとおして自然環境を考える９／４

鶴見川源流・泉のひろばの自然回復を学ぶ９／２５

まるごと楽しむ、秋のかしの木山１０／２３

小野路地域での自然観察と保全地域の管理の方法について１０／３０

恩田川流域の生きもののにぎわいにふれる１１／２０

多摩丘陵・谷戸山の自然にふれる１１／２７

講座のまとめ・閉講式１２／５

　

�
市
民
の
学
び
と
出
会
い
の
場
�
と

し
て
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
「
ま
ち
だ

市
民
大
学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ
」
の
前
期
・
通
年

講
座
受
講
生
の
募
集
が
始
ま
り
ま
し

た
。
あ
な
た
も
新
し
い
仲
間
と
出
会

い
、
楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
皆

さ
ん
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
申
し
込
み
方
法
】

　

『
募
集
案
内
』
添
付
の
「
往
復
ハ
ガ

キ
」
を
使
用
す
る
か
、
ま
た
は
官
製
往

復
ハ
ガ
キ
に
希
望
す
る
講
座
名
（
コ
ー

ス
名
）
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業

・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
４
月
８
日

（
金
）
ま
で
に
（
必
着
）
ま
ち
だ
市
民

大
学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ
（
〒　

－

０
０
２
２
、

１９４

町
田
市
森
野
１－
　

－
　

、
町
田
市
森

３３

１０

野
分
庁
舎
４
階
）
へ
郵
送
し
て
下
さ

い
。
な
お
、
返
信
用
ハ
ガ
キ
に
も
住

所
、
氏
名
を
書
い
て
下
さ
い
。

※
『
募
集
案
内
』
の
冊
子
は
、
市
役
所

・
森
野
分
庁
舎
・
各
市
民
セ
ン
タ
ー

等
、
主
な
市
の
施
設
で
配
布
し
て
い
ま

す
。

※
申
し
込
み
は
一
人
一
通
一
講
座
（
コ

ー
ス
）
で
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。
結
果
に
つ
い
て
は
、

２００５年度通年・前期講座一覧

　

こ
と
ぶ
き
大
学
は
、
市
内
に
お
住
ま
い
の　
６０

歳
以
上
の
方
で
、
継
続
し
て
受
講
で
き
る
方
で

あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。
今
年
度

は　

コ
ー
ス
を
実
施
し
ま
す
。
受
講
料
は
無
料

１０
で
す
が
、
文
学
・
能
楽
・
パ
ソ
コ
ン
・
鶴
見
川

歴
史
散
歩
の
コ
ー
ス
は
材
料
費
・
交
通
費
な
ど

の
自
己
負
担
が
あ
り
ま
す
。

【
申
し
込
み
方
法
】

　

往
復
ハ
ガ
キ
（
一
人
一
枚
）
に
、
希
望
す
る

コ
ー
ス
名
を
書
き
、
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
・
年
齢
（
４
月
１
日
現
在
）
・
性
別
・
電

話
番
号
を
明
記
し
て
４
月　

日
（
月
）
か
ら
４

１１

月　

日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で
（
必
着
）
に
ま

２２
ち
だ
中
央
公
民
館
「
こ
と
ぶ
き
大
学
」
係
（
〒

　

－

０
０
１
３
、
町
田
市
原
町
田
６－

８－

１９４１
）
へ
郵
送
し
て
下
さ
い
。

※
重
複
申
込
は
無
効
で
す
。
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。
前
年
度
と
同
じ
名
称

の
コ
ー
ス
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

　

詳
し
い
募
集
要
項
は
４
月
４
日
（
月
）
か
ら

市
役
所
、
森
野
分
庁
舎
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
、

各
図
書
館
な
ど
で
配
布
い
た
し
ま
す
。

曜日・時間帯 ･会場講座のねらい講座名（回数 ･参加費 ･定員）

【野外】日曜日　１０：００～１５：００　　
　　　会場：それぞれのフィールド 
【室内】月曜日　１８：００～２０：３０　　
　　　会場：森野分庁舎（例外あり）

多摩丘陵の自然に親しみ、自然保護の
実情や自然環境保全の認識を高めるた
め、市内の自然保護団体の協力を受
け、多摩丘陵の様々な場所へ足を運
び、自然観察や体験実習を行います。

多摩丘陵の自然入門

（全１３回・２，０００円・５０人）

通　

年
（
４
月
〜　

月
）

１２

①第１・３週 火曜日　９：００～１２：００
②第２・４週 火曜日　１３：００～１６：００
③第２・４週 金曜日　９：００～１２：００
④第１・３週 金曜日　１３：３０～１６：３０
【実習】会場：各福祉施設
【講義他】会場：森野分庁舎
（各コースとも例外あり）

市内福祉施設での体験学習や合同講義
等を通して町田の福祉を理解し、ボラ
ンティア活動が身近なものとして捉え
られるように学習の機会を設けまし
た。
　①大賀藕絲館コース（知的障がい者
通所授産施設）
　②清風園コース（特別養護老人ホー
ム・デイサービス・グループホーム）
　③花の郷・花の家コース（重度障が
い者通所更生・授産施設）
　④福音の家コース（特別養護老人ホ
ーム）

まちだの福祉【４コース】

（全１４回・２，０００円・
　　　　　　各コース１０人）

【野外】土・日曜日　１０：００～１２：００
　　　　会場：それぞれの活動場所
【室内】土曜日　１８：００～２０：３０　　
　　　　会場：森野分庁舎
　　　　（例外あり）

地域におけるリサイクル事業の見学
や、環境改善に取り組んでいるボラン
ティア団体の活動を体験します。受講
をきっかけにボランティアをはじめる
ことができるよう、様々な現場に足を
運びます。

町田の環境・参加体験講座
－ここからはじめる
　　　　　ボランティア－

（全１２回・２，０００円・３０人）

前　

期
（
４
月
〜
７
月
）

土曜日　９：３０～１１：３０（例外あり）
会場：町田市立総合体育館　　　　
　　　及び同体育館周辺

身体を動かすきっかけづくりとして、
誰でも楽しく、運動が不得意でも参加
できます。今回は、日常生活の痛みを
予防するための生活テーピングや阿波
踊り、太極拳も体験できます。

心と体の元気学
－さあ、始めよう、
　　　楽しい健康づくり－

（全１０回・２，０００円・６０人）

火曜日　１９：００～２１：００
会場：森野分庁舎（例外あり）

冷戦の終結とソ連の崩壊から十数年。
目まぐるしく変化を続けながら実態が
伝わってこない隣国ロシアとその周辺
国の今を、歴史、経済、政治、文化、
人々の暮らしなどを通して学びます。

まちだ市民国際学
－ 日ロ修好１５０年、
ロシアと周辺の今を知る－

（全１２回・２，０００円・６０人）

木曜日　１８：３０～２０：３０
会場：森野分庁舎（例外あり）

町田の歴史を学ぶための入門的な講座
です。郷土史のあらましを知る上で縄
文から幕末まで必要な事柄を時代をお
って学習していきます。

町田の郷土史Ⅰ
－縄文から幕末まで－

（全１２回・２，０００円・６０人）

土曜日　１３：３０～（２時間半程度）
会場：まちだ市民大学陶芸スタジオ
　　　（下小山田町４０１６）

初心者を対象に、電動ロクロの初歩的
な創作活動を粘土を練ることから始
め、成形、削り、釉薬掛けから窯出し
までの陶芸工程を一貫して学習し、電
動ロクロの喜びと楽しさを体験しま
す。

電動ロクロ入門講座

（全９回・１０，０００円・２４人）

水曜日　１３：３０～（２時間程度） 
会場：まちだ市民大学陶芸スタジオ
　　　（下小山田町４０１６）

初心者を対象に、陶芸の初歩的な創作
活動を、粘土を練るところから始め、
窯出しまでの陶芸の行程を一貫して学
び、喜びと楽しみを味わいながら体験
的に学習します。

陶芸入門水曜講座

（全９回・１０，０００円・２４人）

金曜日　１８：３０～２０：３０
会場：森野分庁舎（例外あり）

現代社会における人間関係の多様性を
様々な場面で見つめ、個としてお互い
を認め合い、地域で自分らしい生き方
と人との関係のつくり方を講義と話し
合いを通して探ります。

人間関係学
－人間関係の
　　　　多様性を考える－

（全１２回・２，０００円・６０人）

※ 日程・内容については、左表をご覧ください。

心と体の元気学
レクリエーションスポーツ４／２３

一人で出来る生活テーピ
ング

５／７

健美操５／１４

健康ウォーキング５／２１

リズム運動６／４

心と体のリラックス６／１１

氣と健康増進法６／１８

やさしく楽しい気功・太
極拳

６／２５

阿波踊り①７／２

阿波踊り②７／９

電動ロクロ入門講座
小鉢の制作４／２３

片口の制作５／７

片口の高台削り５／１４

茶碗の制作５／２１

茶碗の高台削り５／２８

自由制作６／１１

自由制作の削り６／１８

茶碗と自由制作の釉薬掛け７／９

茶碗と自由制作の窯出し
･閉講

７／１６

陶芸入門水曜講座
皿４／２０

壷４／２７

抹茶々碗（その１）５／１１

抹茶々碗（その２）５／１８

練り込み鉢６／１

電動ロクロ（その１）６／２２

電動ロクロ（その２）６／２９

自由制作７／１３

窯出し・鑑賞・講評 ･閉講８／３

日程・回数・定員内　　　　容テ　ー　マ

６月～１１月の金曜日
８回　

１４：００～１６：００
１５４人

数百年もの時をこえて今に歌い継がれている名曲の数
々から現代曲まで、幅広い時代の作品を鑑賞します。
今回は合唱音楽、声楽作品を中心とした内容で学習し
ます。

古代から現代までの音楽の
歴史的流れ

音
楽
コ
ー
ス

６月の４日間（連続）
１３：３０～１６：３０

２０人

自分で撮った写真を、パソコンを使って暑中見舞いや
メールを送ってみませんか。自宅にあるパソコンの基
本的なソフトを使用してハガキの印刷やメールの使い
方を学びます。これで遠く離れた親戚やお友だちへ暑
中見舞いを出しましょう。

パソコンで
　　　　エンジョイライフ

パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス

６月～１０月の木曜日
６回（内４回は現地学習）

１４：００～１６：００
２０人

町田市上小山田町を源流として町田・横浜・川崎を流
れる全長４２．５㎞の鶴見川。この川は、流域の住民たち
の生活と深くかかわりあいながら、数々の歴史や伝説
を生み出して来ました。鶴見川とその周辺の土地にま
つわるエピソードを現地を訪ねながら学習します。

鶴見川歴史散歩

歴
史
散
歩
コ
ー
ス

６月～１０月の金曜日
６回　

１０：００～１２：００
１４：００～１６：００
２コース　各３０人

麻雀は自分の手を考えながら、相手の手を推理する複
雑な知的ゲームです。とかく、麻雀は、暗いイメージ
で捉えられていますが、健康麻雀は楽しくゲームを行
います。特に高齢者には、手を使い頭を使いコミュニ
ケーションを楽しむことが、老化防止になるというこ
とで、様々な自治体で健康麻雀が取り上げられていま
す。

健康麻雀入門

麻
雀
コ
ー
ス

�782ー 3800大大地地沢沢青青少少年年セセンンタターー
対象・費用内　容日　程事業名
青少年　１，０００円
一　般　２，０００円
要申込み

初心者対象に成形、削
り、釉薬かけまで一通
りの流れを習います。

４／１６（土）、１７（日）、
５／８（日）
（全３回）

初心者陶芸教室

小学生から一般まで
実費　
要申込み

お茶摘みから製茶まで
伝統的な手法を体験し
ます。

５／１５（日）茶摘みと製茶

一般
実費
要申込み

自然休暇村に泊まりシ
ャクナゲが見頃を迎え
た付近の山々をハイキ
ングします。

６／１（水）～２（木）
自然休暇村     
ハイキング
（一泊二日）

小学生とその親
小学生　１，０００円
親　　　２，５００円
要申込み

大地沢で一泊二日のキ
ャンプを通して野外活
動の基本的な技術を取
得します。

６／４（土）～５（日）親子キャンプ教
室（一泊二日）

�734－ 4508自自由由民民権権資資料料館館
費用内　容事　業　名
入
場
無
料

町田市域から発見された史料を中心に、明治１０
年代に多摩地域、広くは旧神奈川県域で繰り広
げられた自由民権運動を紹介しています。

常設展「多摩の民権
／町田の民権」

�724ー 3440スス ポポ ーー ツツ 課課
対象・費用会　場日　程事業名

市内在住・在勤・在
学の１８歳以上の方
有料　要申込み

旧緑ヶ丘小
体育館

４／２１～７／１４の 
木曜日（全１２回）
９：４５～１１：１５

地区
健康体操教室

市内在住２歳半～
３歳の幼児と保護
者
有料　要申込み

ひなた村
５／６～７／１５の 
金曜日（全１０回） 
１０：００～１１：００

地区
親子体操教室

市内在住・在勤・
在学いずれかの１８
歳以上の方
有料　要申込み

総合体育館
５／６～６／７の 
火・金曜日（全１０回） 
１５：１５～１６：４５

初心者
ヨーガ教室

市内在住・在勤・
在学いずれかの１８
歳以上の方
有料　要申込み

サン町田旭
体育館

５／１１～７／１３の 
水曜日（全１０回）
１３：００～１４：３０

ニュー
スポーツ教室

市内在住・在勤・
在学いずれかの１８
歳以上の方
有料　要申込み

サン町田旭
体育館

５／１２～７／１４の 
木曜日（全１０回） 
１５：１５～１６：４５

初心者
気功教室

市内在住・在勤・
在学いずれかの１８
歳以上で体育館ま
で通える障がいの
ある方
有料　要申込み

総合体育館
５／１４～６／１１の 
土曜日（全５回） 
１３：００～１４：３０

障がい者
卓球教室

町田の環境・参加体験講座
オリエンテーション・ 自己紹介４／２３

「ポイ捨てパトロール」への参加５／７

バスツアー５／１５

恩田川水辺調査と環境改善５／２１

多摩清掃工場・リサイクルセンターの見学５／２８

共働学舎の見学・リサイクル作業６／４

緑地管理作業の体験６／１２

ボランティアトーク６／１８

滝の沢付近湧水量調査と清掃６／２６

町田市内の農業・援農体験７／２

下水処理場の見学７／９

最終回 （学習のまとめ）７／２３

まちだ市民国際学
オリエンテーション・「総論 ロシア学のすすめ」４／２６

ロシア現代政治を考える５／１０

ロシアの市民生活５／１７

ロシア経済５／２４

ロシアの文化５／３１

ロシアと町田６／７

ロシアの軍事・エネルギー戦略６／１４

チェチェン紛争６／２１

南コーカサス地域の民族共存をめぐって６／２８

ウクライナナショナリズム７／５

日ロ関係、過去・現状・将来７／１２

最終回「国際社会のなかのロシア」７／１９

町田の郷土史Ⅰ
オリエンテーション・基調講義４／２１

地中の文化財を掘る４／２８

古代の町田５／１２

バス見学５／１５

鎌倉時代の町田５／２６

室町時代の町田６／２

後北条時代の町田６／９

江戸時代の村のしくみ６／１６

江戸時代の村の女性６／２３

江戸時代の町田の農民６／３０

幕末動乱の中の町田７／７

講座を終えて・閉講式７／１４

人間関係学
オリエンテーション・｢現代社会と人間関係 ｣５／６

子どもの心の傷と人間関係５／１３

未婚／非婚・少子化と家族関係５／２０

ビデオ『ぼくのバラ色の人生』鑑賞と話し合い５／２７

性の多様性６／３

不安定化する労働事情６／１０

婚姻破綻と親子関係６／１７

からだから見える人間関係６／２４

シニアいきいき、家族もいきいき７／１

町田でゆたかな人間関係をつくる７／８

次世代育成を考える７／１５

本当の人間関係とは？７／２２

③花の郷・花の家コース①大賀藕絲館コース
花の家にて　施設説明、車椅子の介助方法と試乗６／１０施設の説明と見学、お手玉などの製品づくり６／７

花の家にて 利用者と共に園芸作業６／２４紅花染料づくり６／２１

花の家にて 利用者と共に陶業作業７／８お手玉・根付などの製品づくり７／５

花の郷にて　利用者と共にクッキーづくり作業７／２２同上・市民大学修了生との交流７／１９

花の郷にて 利用者と共に草木染め作業９／９お手玉・根付などの製品づくり９／６

花の郷にて 利用者と共に一日外出９／３０蓮田刈り、蓮糸づくり９／２０

花の家まつり・花の郷 物品販売の支援１０／１６蓮の繊維とり、茄糸織り糸づくり１０／４

花の家にて まとめ、修了生との交流１０／２８まとめ、体験発表に向けての話し合い１０／１８

④福音の家コース②清風園コース
老人ホームの概要説明、施設見学、入居者とのふれあい６／３施設の概要説明、見学６／１４

車椅子体験・シニア体験、高齢者とは（講義）６／１７要介護高齢者体験、昼食体験６／２８

シーツ交換、修了生との懇談、認知症の理解（講義）７／１特別養護老人ホームの説明と入居者との交流７／１２

入居者とお菓子づくり、ミニ喫茶打ち合わせ７／１５ビアガーデンへ参加７／２６

ケアセンター蓮見付き添い（昼食体験）８月「清風祭」行事手伝い９／１８

ミニ喫茶（受講生が入居者のために開く喫茶）開催９／２ボランティア交流会へ参加９／２７

風船バレーボール大会付き添い１０月外出付添または入居者との交流１０／１１

生活援助体験・体験発表に向けての話し合い１０／２１外出付添または入居者との交流、まとめ１０／２５

ま　ち　だ　の　福　祉　
全コース共通プログラム

合同講義４【公開シンポジウム】
『町田のボランティア活動の現状と課題』

９／１０
開講式・合同講義１　
『町田の福祉のこれまでとこれから』

４／２３

福祉活動見学
（障がい者青年学級・ケアセンター成瀬
・（有）介護支援アクティブ）

１１月
合同講義２【公開講座】
『障がい者を理解し共に生きる』

５／１４

合同体験発表会・閉講式１２／１０
合同講義３【公開シンポジウム】
『高齢者の権利を守る』（認知症・成年
後見制度・虐待を中心に）

５／２８



２００５．３．２１ （４）

　

町
田
市
教
育
委
員
会
で
は
、
町
田
市

立
全
中
学
校
の
２
年
生
約
３
０
０
０
人

を
対
象
に
、
今
年
の
９
月　

日
（
月
）

２６

か
ら
９
月　

日
（
金
）
の
連
続
５
日

３０

間
、
地
域
で
職
場
体
験
を
行
う
事
業
を

推
進
い
た
し
ま
す
。
保
護
者
、
地
域
の

皆
様
、
ど
う
ぞ
こ
の
趣
旨
を
ご
理
解
の

上
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

○
職
場
体
験
を
通
し
て
、
人
々
の
働
く

様
子
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分
な
り

の
生
き
方
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
。

○
将
来
、
子
ど
も
た
ち
が
直
面
す
る
様

々
な
課
題
に
、
柔
軟
に
た
く
ま
し
く
対

応
で
き
る
「
生
き
る
力
」
を
身
に
付
け

る
よ
う
に
し
ま
す
。

○
地
域
と
中
学
生
と
の
関
係
を
結
び
、

地
域
と
学
校
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

生
徒
の
健
全
育
成
を
図
り
ま
す
。

○
町
田
市
内
外
の
各
事
業
所
や
公
共
施

設
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
３
月
中
旬
に
職
場
体
験
の
受
け
入
れ

先
を
集
約
し
、
６
月
末
ま
で
に
受
け
入

　

マ
ガ
モ
の
雄
が
水
面
に
降
り
よ
う
と

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
鳥
は
飛
ぶ
も

の
、
飛
ん
で
い
る
姿
の
撮
影
に
挑
ん
で

い
ま
す
が
、
失
敗
ば
か
り
で
。
ま
れ
に

羽
根
一
枚
ま
で
写
せ
る
と
、
鳥
が
全
身

の
羽
根
を
使
っ
て
飛
ん
で
い
る
と
分
か

り
、
一
枚
の
無
駄
も
な
い
こ
と
に
感
動

ど
こ
ろ
か
畏
敬
の
念
さ
え
覚
え
ま
す
。

　

大
き
な
水
面
が
な
い
町
田
市
で
は
、

冬
季
に
渡
っ
て
く
る
カ
モ
の
姿
を
見
か

け
る
こ
と
は
ま
れ
で
す
。
そ
れ
で
も
境

　

町
田
市
教
育
委
員
会
は
、
人
の
心
を
大
切
に
す
る
教
育
を
基
本
に
、
創
造

的
で
知
性
と
感
性
に
あ
ふ
れ
た「
生
涯
学
習
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
が
協
力
し
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
す
べ
て
の
市
民
が
心
身
と
も
に
健
康
で
あ
る
こ
と
、
一
人
ひ
と
り
が
個
性

を
大
切
に
す
る
こ
と
、
豊
か
な
情
操
と
国
際
感
覚
を
身
に
付
け
る
こ
と
、
自

然
環
境
を
守
り
平
和
を
愛
す
る
こ
と
、
社
会
の
一
員
と
し
て
主
体
的
に
地
域

に
か
か
わ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

町
田
市
教
育
委
員
会
の
基
本
方
針

　

町
田
市
教
育
委
員
会
は
、
「
教
育
目
標
」
で
示
し
た
よ
う
な
個
性
豊
か
な

生
涯
学
習
社
会
を
目
指
し
、
以
下
の
基
本
方
針
で
教
育
施
策
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

基
本
方
針
１　

人
権
尊
重
の
徹
底

　

日
本
国
憲
法
及
び
教
育
基
本
法
の
精
神
を
基
盤
と
し
て
、
児
童
の
権
利
に

関
す
る
条
約
や
「
町
田
市
子
ど
も
憲
章
」
な
ど
の
趣
旨
を
生
か
し
た
教
育
を

推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
全
体
を
通
し
て
、
ど
ん
な
に

小
さ
な
偏
見
や
差
別
で
も
許
さ
な
い
理
念
を
浸
透
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

基
本
方
針
２　

生
涯
学
習
の
促
進

　

市
民
が
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
自
由
に
学
習
で
き
る
社
会
を
つ
く
る
た
め

に
、
家
庭
教
育
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
を
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
充
実
し
、

相
互
に
緊
密
な
連
絡
を
と
り
合
っ
て
、
生
涯
学
習
を
実
り
あ
る
も
の
に
し
て

い
き
ま
す
。

基
本
方
針
３　

健
全
育
成
の
推
進

　

信
頼
と
尊
敬
が
得
ら
れ
る
社
会
人
を
育
て
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
一
人
ひ

と
り
の
子
ど
も
た
ち
が
規
範
意
識
を
高
め
、
社
会
と
の
か
か
わ
り
の
な
か
で

自
己
実
現
を
図
れ
る
よ
う
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
・
関
係
諸
機
関
が
緊

密
に
連
携
し
合
っ
て
「
心
と
か
ら
だ
の
健
康
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

基
本
方
針
４　

学
校
教
育
の
充
実

　

子
ど
も
た
ち
が
、
将
来
に
希
望
を
も
ち
、
力
強
く
成
長
で
き
る
よ
う
指
導

し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
自
ら
学
ぶ
意
欲
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
基
礎
・
基
本

の
確
実
な
定
着
と
と
も
に
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
な
ど
の
能
力
の
育
成

を
重
視
し
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
生
か
す
教
育
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

基
本
方
針
５　

社
会
教
育
の
充
実

　

市
民
が
豊
か
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
学
習
の
場
や
機
会
を
提
供
し
、
指

導
者
の
充
実
、
施
設
の
整
備
な
ど
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

基
本
方
針
６　

芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

　

市
民
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
や
年
齢
に
応
じ
て
生
き
が
い
を
も
っ
て
生
活

で
き
る
よ
う
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
触
れ
合

い
、
親
し
め
る
場
や
機
会
を
提
供
す
る
な
ど
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

２００５年度
（平成１７年度）

９月～
２月　

　

平
成　

年
９
月
か
ら
平
成　

年
２
月

１６

１７

ま
で
の
間
に
定
例
会
６
回
、
臨
時
会
２

回
が
開
催
さ
れ
、　

件
の
議
案
を
審
議

３６

し
、
４
件
の
事
案
を
協
議
し
、　

件
の

５４

報
告
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
主
な
も
の

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
【
議　

案
】

○
町
田
市
立
学
校
の
通
学
区
域
に
関
す

る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ

い
て
可
決
し
ま
し
た
。

○
町
田
市
体
育
施
設
運
営
協
議
会
委
員

の
委
嘱
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

　
【
協　

議
】

○
中
学
校
２
年
生
職
場
体
験
活
動
に
つ

い
て

　
【
報
告
事
項
】

○
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
に
つ
い
て

○
「
道
徳
教
育
の
充
実
に
向
け
て
」

○
不
登
校
生
徒
聞
き
取
り
に
つ
い
て

○
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
推
進
の
た
め

説
明
会
の
報
告
に
つ
い
て
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マ
ガ
モ
が
再
び

マ
ガ
モ
が
再
び

飛
ぶ
よ
う
に

飛
ぶ
よ
う
に

川
や
鶴
見
川
で
少
数
の
カ
モ
た
ち
が
越

冬
し
て
い
ま
す
。
マ
ガ
モ
も
い
ま
す
。

　

私
が
町
田
市
に
転
居
し
て
来
た
頃
、

小
山
田
桜
台
の
造
成
が
始
ま
り
ま
し

た
。
造
成
地
内
に
残
さ
れ
た
た
め
池
で

越
冬
し
て
い
る
カ
モ
達
は
い
な
く
な
る

だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
残

さ
れ
た
小
さ
な
た
め
池
（
風
の
池
）
を

の
ぞ
く
と
、
毎
冬
十
数
羽
の
カ
モ
が
浦

の
陰
で
ひ
っ
そ
り
休
ん
で
い
ま
し
た
。

後
に
、
縁
あ
っ
て
か
小
山
田
桜
台
で
の

勤
務
と
な
り
、
晩
秋
に
高
層
ア
パ
ー
ト

群
の
上
を
飛
行
す
る
マ
ガ
モ
を
見
る
た

び
に
複
雑
な
心
境
で
空
を
見
上
げ
ま
し

た
。

　

今
は
壊
れ
た
自
転
車
が
投
げ
込
ま
れ

て
い
る
無
惨
な
池
に
カ
モ
は
来
て
い
ま

せ
ん
。
人
は
豊
か
さ
の
代
償
に
多
く
を

捨
て
去
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
再
び
カ

モ
の
来
る
環
境
を
取
り
戻
す
こ
と
で
人

は
心
の
豊
か
さ
を
深
め
ら
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。　
　
　
　
　
　
　

　

さ
て
、
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
し
ば

ら
く
町
田
か
ら
離
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
「
町
田
の
野
鳥
」
も
休

ま
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ご
声
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

に
心
か
ら
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
野
鳥

た
ち
の
健
や
か
な
ら
ん
こ
と
を
。

（
町
田
野
鳥
の
会　

太
田
信
行
）

　

教
育
委
員
会
で
は
、
保
護
者
の
方
か

ら
ご
要
望
の
強
か
っ
た
中
学
校
の
給
食

を
、
２
０
０
５
年
度
（
Ｈ　

）
の
９
月

１７

開
始
を
目
途
に
現
在
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

２
０
０
５
年
度
（
Ｈ　

）
か
ら
給
食

１７

を
開
始
し
、
そ
れ
以
降
毎
年
順
次
実
施

し
５
年
間
を
か
け
、
２
０
０
９
年
度

（
Ｈ　

）
に
は
中
学
校
全
校
で
給
食
を

２１

提
供
す
る
予
定
で
す
。

　

給
食
の
方
法
は
、
希
望
す
る
生
徒

に
、
調
理
業
者
が
調
理
し
、
主
食
・
副

食
を
別
々
の
弁
当
容
器
に
盛
り
つ
け
学

校
へ
配
送
す
る
「
弁
当
併
用
外
注
給
食

方
式
」
で
行
い
ま
す
。
給
食
を
希
望
し

な
い
生
徒
は
従
来
ど
お
り
ご
家
庭
か
ら

弁
当
を
持
参
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

調
理
・
配
送
に
つ
い
て
は
民
間
業
者

に
委
託
し
ま
す
が
、
献
立
は
、
市
の
栄

養
士
が
、
国
・
東
京
都
で
定
め
る
栄
養

所
要
量
及
び
食
品
構
成
に
基
づ
き
作
成

し
、
食
材
購
入
の
指
示
を
行
い
ま
す
。

　

給
食
は
１
か
月
単
位
で
申
し
込
み
を

し
て
い
た
だ
き
、
保
護
者
の
方
に
は
食

材
費
相
当
額
を
給
食
費
と
し
て
ご
負
担

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
下
記
以
外
の
学
校
に
つ
い
て

は
、
２
０
０
７
年
度
（
Ｈ　

）
以
降
順

１９

次
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

○
給
食
実
施
予
定
校

□問
 

学
務
課
（
�
０
４
２－

７
２
４－

２
１
７
７
）

２
０
０
５
年
度
（
Ｈ　

）〔
９
月
開
始
〕

１７

忠
生
中
・
小
山
田
中
・
堺
中
・

武
蔵
岡
中

２
０
０
６
年
度
（
Ｈ　

）
１８

南
中
・
つ
く
し
野
中
・
成
瀬
台

中
・
南
成
瀬
中

れ
先
の
調
整
・
決
定
を
し
ま
す
。

○
総
合
的
な
学
習
の
時
間
や
特
別
活
動

な
ど
を
中
心
に
、
働
く
こ
と
の
意
義
を

学
ん
だ
り
、
自
分
の
就
き
た
い
職
業
な

ど
に
つ
い
て
調
べ
た
り
し
ま
す
。

○
受
け
入
れ
先
で
は
、
実
際
に
働
い
た

り
、
話
を
聞
い
た
り
し
ま
す
。

○
実
施
後
に
は
、
体
験
日
記
や
記
録
、

礼
状
な
ど
を
作
成
し
た
り
、
報
告
会
を

開
い
た
り
し
ま
す
。
な
お
、　

月
５
日

１１

（
土
）
に
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
発
表
会

を
行
う
予
定
で
す
。

■
事
業
所
の
皆
様
へ
の
お
願
い
■

　

こ
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に

は
、
地
域
の
各
事
業
所
の
皆
様
の
受

け
入
れ
へ
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。

　

町
田
っ
子
、
そ
し
て
町
田
の
未
来

を
創
る
た
め
に
何
と
ぞ
ご
協
力
下
さ

る
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

＊
問
い
合
わ
せ
は
＊

教
育
委
員
会
指
導
課
ま
で

�
０
４
２－

７
２
２－

３
１
１
１

（
内
線
）
３
６
４
８

◇
職
場
体
験
の
ね
ら
い

◇
職
場
体
験
受
け
入
れ
先

◇
学
習
と
し
て
の
職
場
体
験

　２００５年（Ｈ１７）４月１日から各学校の
「教頭」の名称が「副校長」に変わります。
　これは「副校長」と称することによ
り、「①校長を補佐し校長とともに学校
経営を担う管理職としての立場をより明
確にし、トップマネージメントの強化を
図る。②学校経営層としての自覚と教頭
自身のモラルアップを図る。③学校経営
を担うものとしての立場をより明確に
し、保護者や地域社会等の対外的な対応
の一層の円滑化を図る。」ことを目的と
しています。

名称が
「教頭」から
「副校長」に変わります

～ 市立小中学校 ～
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